
広報あんじょう 2019.12.1

平
成

年
度
決
算

３０
平
成

年
度
は
、
第
８
次
総
合
計
画

３０

の
目
指
す
都
市
像「
幸
せ
つ
な
が
る
健

幸
都
市
安
城
」の
実
現
に
向
け
、「
新
美

南
吉
生
誕

年
記
念
安
城
市
健
幸
ウ
ォ

１０５

ー
キ
ン
グ
」を
開
催
す
る
等
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
め
る
よ
う
環
境
整
備
を
進
め
た
他
、

公
園
や
保
育
園
等
の
各
種
施
設
の
改
修

等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
他
、
総
合
計
画
の
５
つ
の
要
素

「
健
康
」「
環
境
」「
経
済
」「
き
ず
な
」「
こ

ど
も
」の
分
野
に
わ
た
っ
て
、
様
々
な

事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。
事
業
の
選
択

と
集
中
に
よ
り
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
行
い
、
健
全
財
政
を
維
持
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
は
、
福
祉
や
教
育
、
道
路
整
備

等
行
政
の
基
本
的
な
事
業
を
行
う
た
め
の
会

計
の
こ
と
で
す
。
平
成

年
度
は
、
歳
入

３０

７３３

億
円
余（
前
年
度
比

％
増
）、歳
出

億
円

３．７

６６０

余（
前
年
度
比

％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

０．２

嘩

財 政 公 表

■問諮財政課（緯〈７１〉２２７５）

市では市民の皆さんが納めた税金がどのよ
うに使われているのかを毎年公表していま
す。市の財政状況や平成３０年度の決算の概
要をお知らせします。

特集１

●都市計画税
都市計画税か
らの充当金額事業費事業内容事業名称

２３９０万円４４９２万円桜井区画・南明治区画
整理内公園整備事業

公園整備
事業

５２００万円１億３０４２万円勢井前（せいまえ）第一
排水区域内水対策事業

内水対策
事業

１億３８０万円３４億６５８７万円
安城桜井駅周辺特定・
安城南明治第一・第
二土地区画整理事業

市街地
開発事業

２２億６７９５万円２８億７１９２万円公債費（都市計画事業
分）公債費

２４億４７６５万円６５億１３１３万円計

●入湯税
入湯税からの
充当金額事業費事業内容事業名称

１２５万円９１０３万円観光協会支援事業等観光振興
事業

一
般
会
計

歳
入
・
歳
出
と
も
に
過
去
最
高
だ

っ
た
平
成

年
度
に
次
ぐ
規
模
に
。

２８

収
支
は

億
円
余
の
黒
字
に
な
り

７３

ま
し
た
。

市
民
一
人
当
た
り
の

財
政
状
況

一
般
会
計
の
財
政
状
況
を
市
民
一
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
、

万
８
６
８
４
円
を

３４

行
政
サ
ー
ビ
ス
等
に
使
っ
て
い
ま
す
。

１２万５３４４円民生費
（医療・福祉・子育て支援等にかかるお金）

５万７０２８円土木費
（道路や公園等を整備するお金）

５万５９０１円教育費
（学校や社会教育、スポーツ振興等にかかるお金）

３万７１１０円総務費
（基金への積立、庁舎等の財産管理等にかかるお金）

３万 ５８１円衛生費
（保健衛生やごみ処理等にかかるお金）

４万２７２０円その他

３４万８６８４円合計

※平成３１年３月３１日現在の人口１８万９３３１人で算出。

平
成

年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業

３０

ホールの改修やプラネタリウムの更新等、
文化センターをリニューアル

和泉保育園を改築し、低年齢児の受入れを
拡大

増加する児童数に対応するため、桜井小学
校の普通教室を増築

新美南吉生誕１０５年記念安城市健幸ウォーキ
ングを開催

デンパーク「ジャブジャブ池」を改修 桜西公園を整備
おうせい

市の会計は、「一般会計」と、次のページで紹介する「特別会計」「企業会計」
の３つに分かれます。お財布を分けることで、収入と支出を分かりやす
くしています。
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財
政
は
健
全
で
す
が
、
将
来
に
向
け
て
一
層
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

早期健全
化基準安城市指標

１１．４２％赤字なし
（－８．９７％）

実質赤字比率
一般会計等の赤字
の割合

１６．４２％赤字なし
（－２５．９８％）

連結実質赤字比率
一般会計、特別会
計、企業会計を合
わせた赤字の割合

２５．０％０．５％
実質公債費比率
年間の借金返済額
の割合

３５０．０％－
（－７２．１％）

将来負担比率
将来の負担となる
借金の割合

※早期健全化基準を上回ると財政健全化への取組
みが必要になります。

※将来負担比率の「－」は実質的な将来負担が発
生していないことを示します。

自
治
体
の
財
政
状
況
を
判

断
す
る
健
全
化
判
断
比
率
は

良
好
な
状
態
で
、
健
全
な
財

政
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
は
医
療
・

介
護
等
の
社
会
保
障
費
や
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
改

修
費
用
の
増
加
等
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
限
ら
れ
た
お
金
を

大
切
に
、
お
金
の
使
い
方
と

集
め
方
の
見
直
し
を
よ
り
一

層
進
め
ま
す
。

８つある特別会計は、いずれも
黒字でした。
特別会計とは、保険料や使用料等、事業内の
独自の収入で運営している会計のことです。

差引歳出歳入会計名（事業）
１５億２７０６万円１４３億４６８１万円１５８億７３８７万円国民健康保険

５５万円２０万円７５万円土地取得
２億２７２３万円１億８９１１万円４億１６３４万円有料駐車場
３億２１１８万円４１億８１６３万円４５億２８１万円下水道

６６５万円５８８７万円６５５２万円農業集落排水

１億 ７８万円２２億１７７万円２３億２５５万円安城桜井駅周辺特
定土地区画整理

３億８２３万円９６億３０４３万円９９億３８６６万円介護保険
９４２万円１９億７５９５万円１９億８５３７万円後期高齢者医療

財政力指数
１．２７

標準的な行政サー
ビスにかかるお金
を市税等の収入で
賄える割合（指数１
を超えるほど、自
主財源の割合が高
いことを示す）

経常収支比率
７７．１％

（全国市町村平均９３．０％）

健全化判断比率の４つの指標は良好

一般会計 １８８億３９３９万円
特別会計 １８４億５７０５万円
企業会計 ６億９３２７万円

基金残高
（市の貯金）

一般会計 ２４３億９６７２万円
特別会計 ４５億１７２０万円

借金の返済等が、市
税等の定期的な収入
に占める割合（比率
が高いほど自由に使
えるお金が少ないこ
とを示す）

市税等の収納率の向上
を図るとともに、広告
収入等の自主財源確保

を進めます。

自主財源の確保

公共施設等の資産の適切
な維持保全と財政負担の
軽減の両立を図ります。

適切な
資産管理・運用

経常経費の節減、合
理化・効率化に徹底
して取り組みます。

事業の選択と集中 ＜今後の取組み＞

財政の現状とこれから市債残高
（市の借金）

支出収入区分

２７億５８４３万円３３億９９８８万円
収益的収支
経営活動により発生
する収入・支出

２５億 ３７３万円４億９７４０万円
資本的収支
施設を建設・整備す
るための収入・支出

公営企業会計とは、公共の利益
を目的に地方自治体が経営する
企業についての会計です。平成３０
年度では水道事業が該当します。

公有財産
２６６万２５９８釈土地
５４万９０９０釈建物（延べ面積）
３２７０万円有価証券

※資本的収支の支出超過分は留保資金等で補填しています。

歳出歳入
支出率支出済額予算額款別収入率収入済額予算額款別

３７．１％９２億９８８０万円２５０億４２８２万円民生費５７．０％２２３億３８０６万円３９２億１４１７万円市税

３６．１％５４億５４４０万円１５１億 ３６５万円教育費２９．６％２７億６０２２万円９３億３８７０万円国庫支出金

３０．９％４０億 ４４７万円１２９億６７４５万円土木費１２８．７％７３億８３０８万円５７億３７３２万円繰越金

２４．６％１５億６５４１万円６３億６８２６万円衛生費０．０％０円４２億９２７０万円市債

３１．６％１９億５２９１万円６１億８２８４万円総務費０．０％０円４２億５５７４万円繰入金

４９．２％１４億８４６５万円３０億１８７７万円公債費１２．９％５億２５６０万円４０億６００２万円県支出金

４０．８％８億９００５万円２１億８１９０万円消防費
６０．８％２０億６７４６万円３４億円地方消費

税交付金 ２７．５％７億 ９万円２５億４３３７万円商工費

２８．７％７億２３１３万円２５億１８３３万円農林水産業費３５．５％１０億６０５２万円２９億８８８５万円諸収入

４９．９％２億 ６２４万円４億１３４４万円議会費
５７．５％５億２５８５万円９億１４１３万円使用料及

び手数料 ４３．７％３４２０万円７８１９万円労働費

０．６％７９万円１億２６９３万円その他４４．４％１０億４０５３万円２３億４４３２万円その他

３４．４％２６３億１５１４万円７６５億４５９５万円計４９．３％３７７億１３２万円７６５億４５９５万円計

特別会計
支出済額収入済額予算額会計名（事業）
５２億８７４８万円６３億７６５３万円１４１億７６６８万円国民健康保険

０円５５万円１００万円土地取得
４８７６万円３億５６５７万円２億４３００万円有料駐車場

９億２０７０万円３億２０５５万円２５億４１００万円安城桜井駅周辺特定土地区画整理
４２億３５０６万円４３億１７７２万円１０４億１００万円介護保険
３億５８０１万円７億４５３４万円２０億２７００万円後期高齢者医療

１０８億５００１万円１２１億１７２６万円２９３億８９６８万円計

公営企業会計（水道事業）
執行済額予算額区分

１５億６１６２万円３２億８４００万円収益的収入
７億８８９９万円３２億２００万円収益的支出

６０５７万円５億３０００万円資本的収入
６億５７８９万円３０億７３００万円資本的支出

公営企業会計（下水道事業） ※平成３１年４月１日から下水道事業は公営企業会計に移行しました。
執行済額予算額区分

１６億８６２３万円３１億９９００万円収益的収入
６億４３６２万円３１億４８００万円収益的支出
４億８３５０万円１７億７５４３万円資本的収入
１１億６５６１万円３０億８１９０万円資本的支出
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財
政
は
健
全
で
す
が
、
将
来
に
向
け
て
一
層
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

早期健全
化基準安城市指標

１１．４２％赤字なし
（－８．９７％）

実質赤字比率
一般会計等の赤字
の割合

１６．４２％赤字なし
（－２５．９８％）

連結実質赤字比率
一般会計、特別会
計、企業会計を合
わせた赤字の割合

２５．０％０．５％
実質公債費比率
年間の借金返済額
の割合

３５０．０％－
（－７２．１％）

将来負担比率
将来の負担となる
借金の割合

※早期健全化基準を上回ると財政健全化への取組
みが必要になります。

※将来負担比率の「－」は実質的な将来負担が発
生していないことを示します。

自
治
体
の
財
政
状
況
を
判

断
す
る
健
全
化
判
断
比
率
は

良
好
な
状
態
で
、
健
全
な
財

政
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
は
医
療
・

介
護
等
の
社
会
保
障
費
や
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
改

修
費
用
の
増
加
等
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
限
ら
れ
た
お
金
を

大
切
に
、
お
金
の
使
い
方
と

集
め
方
の
見
直
し
を
よ
り
一

層
進
め
ま
す
。

８つある特別会計は、いずれも
黒字でした。
特別会計とは、保険料や使用料等、事業内の
独自の収入で運営している会計のことです。

差引歳出歳入会計名（事業）
１５億２７０６万円１４３億４６８１万円１５８億７３８７万円国民健康保険

５５万円２０万円７５万円土地取得
２億２７２３万円１億８９１１万円４億１６３４万円有料駐車場
３億２１１８万円４１億８１６３万円４５億２８１万円下水道

６６５万円５８８７万円６５５２万円農業集落排水

１億 ７８万円２２億１７７万円２３億２５５万円安城桜井駅周辺特
定土地区画整理

３億８２３万円９６億３０４３万円９９億３８６６万円介護保険
９４２万円１９億７５９５万円１９億８５３７万円後期高齢者医療

財政力指数
１．２７

標準的な行政サー
ビスにかかるお金
を市税等の収入で
賄える割合（指数１
を超えるほど、自
主財源の割合が高
いことを示す）

経常収支比率
７７．１％

（全国市町村平均９３．０％）

健全化判断比率の４つの指標は良好

一般会計 １８８億３９３９万円
特別会計 １８４億５７０５万円
企業会計 ６億９３２７万円

基金残高
（市の貯金）

一般会計 ２４３億９６７２万円
特別会計 ４５億１７２０万円

借金の返済等が、市
税等の定期的な収入
に占める割合（比率
が高いほど自由に使
えるお金が少ないこ
とを示す）

市税等の収納率の向上
を図るとともに、広告
収入等の自主財源確保

を進めます。

自主財源の確保

公共施設等の資産の適切
な維持保全と財政負担の
軽減の両立を図ります。

適切な
資産管理・運用

経常経費の節減、合
理化・効率化に徹底
して取り組みます。

事業の選択と集中 ＜今後の取組み＞

財政の現状とこれから市債残高
（市の借金）

支出収入区分

２７億５８４３万円３３億９９８８万円
収益的収支
経営活動により発生
する収入・支出

２５億３７３万円４億９７４０万円
資本的収支
施設を建設・整備す
るための収入・支出

公営企業会計とは、公共の利益
を目的に地方自治体が経営する
企業についての会計です。平成３０
年度では水道事業が該当します。

公有財産
２６６万２５９８釈土地
５４万９０９０釈建物（延べ面積）
３２７０万円有価証券

※資本的収支の支出超過分は留保資金等で補填しています。

歳出歳入
支出率支出済額予算額款別収入率収入済額予算額款別

３７．１％９２億９８８０万円２５０億４２８２万円民生費５７．０％２２３億３８０６万円３９２億１４１７万円市税

３６．１％５４億５４４０万円１５１億３６５万円教育費２９．６％２７億６０２２万円９３億３８７０万円国庫支出金

３０．９％４０億 ４４７万円１２９億６７４５万円土木費１２８．７％７３億８３０８万円５７億３７３２万円繰越金

２４．６％１５億６５４１万円６３億６８２６万円衛生費０．０％０円４２億９２７０万円市債

３１．６％１９億５２９１万円６１億８２８４万円総務費０．０％０円４２億５５７４万円繰入金

４９．２％１４億８４６５万円３０億１８７７万円公債費１２．９％５億２５６０万円４０億６００２万円県支出金

４０．８％８億９００５万円２１億８１９０万円消防費
６０．８％２０億６７４６万円３４億円地方消費

税交付金 ２７．５％７億 ９万円２５億４３３７万円商工費

２８．７％７億２３１３万円２５億１８３３万円農林水産業費３５．５％１０億６０５２万円２９億８８８５万円諸収入

４９．９％２億６２４万円４億１３４４万円議会費
５７．５％５億２５８５万円９億１４１３万円使用料及

び手数料 ４３．７％３４２０万円７８１９万円労働費

０．６％７９万円１億２６９３万円その他４４．４％１０億４０５３万円２３億４４３２万円その他

３４．４％２６３億１５１４万円７６５億４５９５万円計４９．３％３７７億１３２万円７６５億４５９５万円計

特別会計
支出済額収入済額予算額会計名（事業）
５２億８７４８万円６３億７６５３万円１４１億７６６８万円国民健康保険

０円５５万円１００万円土地取得
４８７６万円３億５６５７万円２億４３００万円有料駐車場

９億２０７０万円３億２０５５万円２５億４１００万円安城桜井駅周辺特定土地区画整理
４２億３５０６万円４３億１７７２万円１０４億１００万円介護保険
３億５８０１万円７億４５３４万円２０億２７００万円後期高齢者医療

１０８億５００１万円１２１億１７２６万円２９３億８９６８万円計

公営企業会計（水道事業）
執行済額予算額区分

１５億６１６２万円３２億８４００万円収益的収入
７億８８９９万円３２億２００万円収益的支出

６０５７万円５億３０００万円資本的収入
６億５７８９万円３０億７３００万円資本的支出

公営企業会計（下水道事業） ※平成３１年４月１日から下水道事業は公営企業会計に移行しました。
執行済額予算額区分

１６億８６２３万円３１億９９００万円収益的収入
６億４３６２万円３１億４８００万円収益的支出
４億８３５０万円１７億７５４３万円資本的収入
１１億６５６１万円３０億８１９０万円資本的支出
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